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F = G! M !m
r2
(1.1)
(1.1)式はニュートンの重力方程式である。2つの物質間に働く力 (F )は 2つの物体の







である。(1.2)式が最もシンプルな重力モデルで、Xni は i国から n国に送られる貿易量
を表している。2国の経済規模 (GDP )が大きければ大きいほど貿易量が大きく、距離が
*1 田中 (2015)の重力モデルに関するサーベイが詳しい。






















































と相手国の距離が 1%伸びると訪日外客数は 1.45%減少する傾向がある。相手国の GDP











に用いる Eaton and Kortum(2002)のモデルはリカードモデルに基礎をなしており、リ
カードモデルから重力方程式を導出している。このモデルの特徴は各国の技術水準や地理
的障壁を推計することができる点である。Eaton and Kortum(2002)は先進国 19ヵ国の
分析であったが、本章の分析では途上国も含め 118ヵ国の技術水準や地理的障壁を推計し




第 1 章 博士論文の概要
1.3 初出論文一覧
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変数 単位 内容 算出方法
PFTT (人) 転出者数 各都道府県から東京都への転出者数
NETPF (人) 純転出者数 各都道府県から東京都への転出者数から
転入者数を引いたもの
TIME (分) 平均所用時間 各都道府県から東京都への鉄道を用いた
場合の平均所用時間
POP (千人) 人口 各都道府県の人口
WAGE - 賃金比 各都道府県の賃金/東京都の賃金
WR - 有効求人倍率比 各都道府県の有効求人倍率/東京都の
有効求人倍率
ConW - 待機児童数比 各都道府県の待機児童数/東京都の
待機児童数
FIRM - 企業数比 各都道府県の企業数/東京都の企業数



































































データ名 単位 出所 担当機関
転出者数 人 住民基本台帳人口移動報告 総務省
転入者数 人 住民基本台帳人口移動報告 総務省
鉄道移動に要する 分 全国幹線旅客純流動調査 総務省
平均所要時間
人口 千人 人口推計 国土交通省
所定内給与額 万円 賃金構造基本統計調査 総務省
有効求人倍率 - 一般職業紹介状況 厚生労働省
待機児童数 人 保育所等関連状況取りまとめ 厚生労働省
企業数 企業 企業活動基本調査 経済産業省
大学数 校 文部化学統計要覧 文部科学省
（出所）それそれの統計情報を元に筆者作成。
記述統計
表 2.3 および表 2.4 はそれぞれ 2005 年と 2010 年のデータにおける記述統計を表示し
ている。



























表 2.3: 記述統計 (2005)
Obs. Std.Dev Min. 1st.Qu. Median Mean 3rd.Qu. Max.
PFTT 42 4642 1123 2341 3429 5506 7792 19734
NETPF 42 1329 375 694 1004 1609 2084 6737
TIME 42 152 103 202 293 320 417 719
POP 42 1775 607 1148 1486 2189 2319 8817
WAGE 42 0.06 0.60 0.68 0.73 0.73 0.77 0.89
WR 42 0.20 0.29 0.54 0.64 0.66 0.82 1.21
ConW 42 0.03 0.00 0.00 0.01 0.02 0.02 0.16
FIRM 42 0.07 0.01 0.02 0.04 0.06 0.06 0.38
UNIV 42 0.10 0.02 0.04 0.07 0.10 0.11 0.41
（出所）筆者作成。
表 2.4: 記述統計 (2010)
Obs. Std.Dev Min. 1st.Qu. Median Mean 3rd.Qu. Max.
PFTT 42 4331 876 1978 2957 4941 6605 18964
NETPF 42 1120 155 463 757 1174 1322 4856
TIME 42 149 103 201 292 315 411 715
POP 42 1793 589 1104 1441 2168 2299 8865
WAGE 42 0.06 0.62 0.67 0.73 0.73 0.77 0.87
WR 42 0.14 0.51 0.67 0.78 0.79 0.88 1.14
ConW 42 0.03 0.00 0.00 0.01 0.02 0.03 0.16
FIRM 42 0.07 0.01 0.02 0.03 0.05 0.05 0.38











lnPFTTit = #0 + #1lnTIMEit + #2lnPOPit + #3lnWAGEit + #4lnWRit






lnNETPFit = #0 + #1lnTIMEit + #2lnPOPit + #3lnWAGEit + #4lnWRit
+ #5lnConWit + #6lnFIRMit + #7lnUNIVit + $it (2.2)
2.3.2 分析結果




正済み決定係数は約 0.8 以上あるため回帰モデルの定式化は妥当と考えられる。かつ F










*4 分析のためのソフトウェアには R を使った。データの観測数は 42 都道府県 (千葉県・埼玉県・神奈川
県・沖縄県以外)の 2ヵ年度、84個である。
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表 2.5: 地方から東京都への粗人口移動の推定結果（2005, 2010パネル）
1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6
constant 2.63** 1.40 1.01
(1.19) (0.90) (2.21)
lnTIME -0.68*** -0.68*** -0.63*** -0.36*** -0.74*** -0.84***
(0.24) (0.12) (0.12) (0.12) (0.11) (0.09)
lnPOP 1.20*** 1.18*** 0.98*** 1.02*** 1.29*** 1.35***
(0.05) (0.06) (0.20) (0.10) (0.09) (0.22)
lnWAGE 0.36 0.84 -4.34*** -3.79***









Fixed E!ect yes yes yes no no no
Obs. 84 84 84 84 84 84
R-squared 0.95 0.95 0.96 0.80 0.90 0.94
Adj. R-squared 0.89 0.89 0.91 0.79 0.89 0.93
F-value 350.3 229.7 133.2 80.0 112.8 74.8
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
（出所）筆者作成。
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表 2.6: 各県の固定効果 (流出)
Pref. Est.(S.E) Pref. Est.(S.E) Pref. Est.(S.E)
北海道 4.34**(1.88) 青森県 5.38***(1.90) 岩手県 4.73**(1.92)
宮城県 5.43***(1.92) 秋田県 5.21**(1.96) 山形県 5.05**(1.93)
福島県 4.93**(1.89) 茨城県 4.53**(1.97) 栃木県 5.25***(1.90)
群馬県 4.45**(1.91) 新潟県 5.20***(1.87) 富山県 5.16**(1.91)
石川県 5.22**(1.94) 福井県 4.89**(1.93) 山梨県 5.45***(1.91)
長野県 5.45***(1.89) 岐阜県 5.30***(1.91) 静岡県 4.38**(1.94)
愛知県 5.44***(1.96) 三重県 5.53***(1.99) 滋賀県 4.39**(1.87)
京都府 5.12**(1.96) 大阪府 4.60**(1.91) 兵庫県 4.49**(1.89)
奈良県 5.06**(1.92) 和歌山県 5.05**(1.91) 鳥取県 4.97**(1.90)
島根県 4.51**(1.88) 岡山県 5.37***(1.90) 広島県 4.31**(1.92)
山口県 5.14**(1.95) 徳島県 4.83**(1.91) 香川県 4.95**(1.94)
愛媛県 5.21**(1.97) 高知県 5.15**(1.94) 福岡県 5.05**(1.89)
佐賀県 4.49**(1.94) 長崎県 5.17**(1.94) 熊本県 5.20**(1.98)
大分県 5.02**(1.87) 宮崎県 5.25***(1.90) 鹿児島県 5.20**(1.94)




表 2.7: 地方から東京都への純人口移動の推定結果（2005, 2010パネル）
2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6
constant 1.01 -0.13 8.35***
(1.44) (1.26) (2.80)
lnTIME -0.57** -0.57** -0.38* -0.27* -0.62*** -0.72***
(0.21) (0.21) (0.20) (0.14) (0.15) (0.12)
lnPOP 1.10*** 1.18*** 0.47 1.00*** 1.24*** 0.42
(0.08) (0.11) (0.33) (0.12) (0.12) (0.28)
lnWAGE -1.29 -1.06 -4.02*** -2.20**









Fixed E!ect yes yes yes no no no
Obs. 84 84 84 84 84 84
R-squared 0.82 0.83 0.89 0.71 0.80 0.90
Adj. R-squared 0.63 0.64 0.74 0.70 0.78 0.88
F-value 93.0 63.0 41.4 48.5 49.2 44.4
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
（出所）筆者作成。
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厚生労働省「保育所の状況（平成 17年 4月 1日）等について」厚生労働省
（https://www.mhlw.go.jp/topics/2005/09/tp0921-2.html)。
国土交通省「総合政策：全国幹線旅客純流動調査 - 国土交通省」国土交通省





























































品川・名古屋間を 2027年開業予定、名古屋・大阪間を 2045年より最大 8年前倒し完成
予定でその計画が取り組まれており、この整備が完了すると、2018年 7月時点と比較し
て大阪では 7箇所、東京では 4箇所、鉄道利用で 4時間以内に到達可能な 47都道府県の
県庁所在地数が増えると見込まれている。同時に地方創生回廊中央駅構想と称して、全国
をつなぐ新幹線ネットワークのハブとして新大阪駅を機能強化し、乗継利便性の観点から


















表 3.1: 都道府県別人口増加率の上位５県及び下位５県（2005年から 2010年）
順位 都道府県 人口増加率 (%) 順位 都道府県 人口増加率 (%)
1 東京都 4.63 43 山形県 -3.89
2 神奈川県 2.92 44 岩手県 -3.96
3 千葉県 2.64 45 高知県 -4.00
4 沖縄県 2.29 46 青森県 -4.41
























3 節でデータと回帰式について述べ、4 節で分析結果をまとめる。そして 5 節で考察を
行う。
3.2 先行研究






































































































第 3 章 交通移動時間が人口の流出に与える影響
である。本研究では総転出者数だけでなく若年転出者数を被説明変数として用いた分析を
行う。ypfni は若年転出者数を用いた人口移動に関する変数である。これは都道府県 iか
ら都道府県 nへの転出者数のうち 18歳から 22歳の者の合計である。tpf.rni と ypf.rni
は頑健性を確認するための分析に用いる被説明変数である。tpf.rni は総転出割合を表し、
これは都道府県 iの総人口に対する都道府県 iから都道府県 nへの転出者の総数の割合で
ある。ypf.rni は若年転出割合を表し、これは都道府県 iの 18歳から 22歳までの人口に
対する都道府県 iから都道府県 nへの 18歳から 22歳までの転出者数の割合である。移
動時間の変数について 4つのモード（planeni: 航空機、railni: 鉄道、busni: バス、carni:
自家用車）を取り扱う。それぞれの変数は、各該当手段による都道府県 iから都道府県 n
への移動に要する平均所要時間である。popni は人口について都道府県 n に対する都道
府県 iの比である。wageni は所定内給与額について都道府県 nに対する都道府県 iの比
である。aorni は年度平均の有効求人倍率について都道府県 nに対する都道府県 iの比で
ある。w.childni は保育所等利用待機児童数について都道府県 nに対する都道府県 iの比
である。studentni は短期大学及び大学の学生数について都道府県 nに対する都道府県 i
の比である。captalni は純社会資本ストックについて都道府県 n に対する都道府県 i の
比である。prim.indni は第一次産業従事者数*3について都道府県 n に対する都道府県 i
の比である。rainni は年間降水量について都道府県 n に対する都道府県 i の比である。
tempni は平均気温について都道府県 n に対する都道府県 i の比である。commuteni は
通勤時間について都道府県 nに対する都道府県 iの比である。popni から commuteni ま



























変数 単位 内容 算出方法
tpfni 人 総転出者数 5年前の常住地 iから現住地 nへ転出した人口総数
ypfni 人 若年者転出者数 5年前の常住地 iから現住地 nへ転出した 18歳～22歳の合計人口
tpf.rni - 総転出割合 i県から n県への総転出者数の割合/5年前の常住地 iの総人口
ypf.rni - 若年者転出割合 i県から n県への若年転出者数/5年前の常住地 iの 18歳～22歳人口
planeni 分 航空機による移動時間 i県から n県への航空移動に要する平均所要時間
railni 分 鉄道による移動時間 i県から n県への鉄道移動に要する平均所要時間
busni 分 バスによる移動時間 i県から n県へのバス移動に要する平均所要時間
carni 分 自家用車による移動時間 i県から n県への自家用車移動に要する平均所要時間
popni - 人口比 i県の人口/n県の人口
wageni - 賃金比 i県の所定内給与額/n県の所定内給与額
aorni - 有効求人倍率比 i県の有効求人倍率/n県の有効求人倍率
w.childni - 待機児童数比 i県の保育所等利用待機児童数/n県の保育所等利用待機児童数
studentni - 学生数比 i県の短期大学・大学学生数/n県の短期大学・大学学生数
captalni - 社会資本ストック比 i県の純社会資本ストック/n県の純社会資本ストック
prim.indni - 第一次産業従事者数比 i県の 1次産業従事者数/n県の第 1次産業従事者数
rainni - 降水量比 i県の年間降水量/n県の年間降水量








査では 2005年から 2010年までの 5年間に居住地を変更した人数がわかり、2015年の国
勢調査では 2010年から 2015年までの 5年間に居住地を変更した人数がわかる。同時に
このデータは各年齢別の転出人口も収録しており、若年転出者数は 18 歳から 22 歳まで
の各年齢転出人口を足し合わせて算出した人数を用いた。総転出割合及び人口比を算出す
27


















り、2005 年と 2010 年のデータが取れないため、2006 年と 2011 年のデータで代用して
いる。
表 3.3: データの出所
データ名 単位 調査名または報告書名 担当機関
航空移動に要する平均所要時間 分 全国旅客純流動調査 国土交通省
鉄道移動に要する平均所要時間 分 全国旅客純流動調査 国土交通省
バス移動に要する平均所要時間 分 全国旅客純流動調査 国土交通省
自家用車移動に要する平均所要時間 分 全国旅客純流動調査 国土交通省
総転出人口 人 国勢調査 総務省
各歳年齢転出人口 人 国勢調査 総務省
総人口 人 国勢調査 総務省
各歳年齢人口 人 国勢調査 総務省
所定内給与額 千円 賃金構造基本統計調査 厚生労働省
有効求人倍率 倍 一般職業紹介状況 厚生労働省
保育所等利用待機児童数 人 保育所等利用待機児童数調査 厚生労働省
短期大学・大学学生数 人 学校基本調査 文部科学省
純社会資本ストック 百万円 社会資本ストック推計データ 内閣府
第 1次産業従事者数 人 国勢調査 総務省
年間降水量 mm 過去の気象データ 気象庁
年平均気温 !C 過去の気象データ 気象庁








表 3.4: 移動時間に関する変数の相関係数 (2005年)
planeni railni busni carni
planeni NA
railni 0.35 NA
busni 0.18 0.65 NA
carni 0.31 0.88 0.96 NA
（注）サンプルサイズは planeni が 1419、railni が 2034、busni が 422、carni が 1950である。（出所）筆者作成。
表 3.5: 移動時間に関する変数の相関係数 (2010年)
planeni railni busni carni
planeni NA
railni 0.06 NA
busni 0.10 0.93 NA
carni 0.04 0.92 0.98 NA
（注）サンプルサイズは planeni が 1968、railni が 2040、busni が 1831、carni が 2040である。（出所）筆者作成。
表 3.6および表 3.7は分析に用いた説明変数同士の相関を示している。
表 3.6: コントロール変数の相関係数 (2005年)
popni wageni aorni w.childni studentni capitalni prim.indni rainni tempni commuteni
popni NA
wageni 0.63 NA
aorni 0.29 0.61 NA
w.childni 0.37 0.17 -0.02 NA
studentni 0.85 0.57 0.28 0.34 NA
capitalni 0.87 0.54 0.27 0.29 0.70 NA
prim.indni 0.20 -0.18 -0.14 0.03 0.00 0.38 NA
rainni -0.22 -0.37 -0.18 -0.06 -0.15 -0.21 -0.16 NA
tempni 0.00 0.16 0.09 0.06 0.06 -0.13 -0.34 0.00 NA
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表 3.7: コントロール変数の相関係数 (2010年)
popni wageni aorni w.childni studentni capitalni prim.indni rainni tempni commuteni
popni NA
wageni 0.66 NA
aorni -0.10 0.31 NA
w.childni 0.51 0.27 -0.10 NA
studentni 0.85 0.57 0.00 0.56 NA
capitalni 0.85 0.56 -0.07 0.41 0.69 NA
prim.indni 0.18 -0.16 -0.32 0.03 -0.01 0.39 NA
rainni -0.15 -0.21 -0.11 -0.03 -0.10 -0.17 -0.19 NA
tempni 0.03 0.16 0.12 0.06 0.07 -0.11 -0.32 0.34 NA



































観測数 最小値 第 1四分位点 中央値 平均値 第 1四分位点 最大値
tpfni 2162 19.00 238.00 743.00 2874.00 2351.00 208403.00
ypfni 2162 1.00 28.00 91.00 428.00 357.00 10055.00
tpf.rni 2162 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02
ypf.rni 2162 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.12
planeni 1419 94.00 200.00 253.00 252.70 297.50 455.00
railni 2034 37.00 251.00 363.50 396.80 506.00 1342.50
busni 422 35.00 165.00 306.00 350.40 520.50 850.00
carni 1950 32.00 290.00 480.00 524.50 698.00 1475.00
popni 2209 0.05 0.53 1.00 1.72 1.90 20.72
wageni 2209 0.60 0.91 1.00 1.01 1.10 1.66
aorni 2209 0.21 0.71 1.00 1.14 1.41 4.77
w.childni 2209 0.00 0.14 1.00 61.80 7.34 5222.00
studentni 2209 0.01 0.43 1.00 2.97 2.35 88.95
capitalni 2209 0.10 0.63 1.00 1.36 1.60 9.79
prim.indni 2209 0.10 0.59 1.00 1.32 1.68 10.03
rainni 2209 0.25 0.72 1.00 1.12 1.38 4.04
tempni 2209 0.39 0.89 1.00 1.03 1.13 2.60
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表 3.9: 記述統計（2010）
観測数 最小値 第 1四分位点 中央値 平均値 第 1四分位点 最大値
tpfni 2162 19.00 238.00 743.00 2874.00 2351.00 208403.00
ypfni 2162 1.00 26.00 86.00 374.00 334.00 8819.00
tpf.rni 2162 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02
ypf.rni 2162 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.12
planeni 1968 224.00 224.00 269.00 269.2 308.00 503.00
railni 2040 247.00 247.00 353.00 388.3 492.2 1338.80
busni 1831 512.00 512.00 726.00 881.7 1044.50 4672.00
carni 2040 330.00 330.00 564.00 632.7 851.00 2323.80
popni 2209 0.52 0.52 1.00 1.76 1.92 22.35
wageni 2209 0.90 0.90 1.00 1.01 1.11 1.63
aorni 2209 0.81 0.81 1.00 1.05 1.24 2.73
w.childni 2209 0.07 0.07 1.00 127.19 144.70 8436.00
studentni 2209 0.42 0.42 1.00 3.07 2.38 101.03
capitalni 2209 0.63 0.63 1.00 1.35 1.58 9.82
prim.indni 2209 0.59 0.59 1.00 1.35 1.71 11.45
rainni 2209 0.78 0.78 1.00 1.08 1.29 3.13
tempni 2209 0.90 0.90 1.00 1.02 1.11 2.36





2005 年の移動時間を用いた総移動数での回帰分析結果は表 3.10 である。1-1 から 1-8
の結果が交通移動手段別に回帰を行った結果である。全ての結果において切片、それぞれ
の交通手段の平均移動時間に関する変数は有意になっている。また交通移動時間に関する
変数は全てにおいて負であった。1-9 と 1-10 は複数の交通手段の移動時間を同時に回帰





1-10 から読み取れることとして、航空機による移動時間が 1% 改善すると人口流出が
2.9%増加し、鉄道による移動時間が 1%改善すると人口流出が 1.57%増加する傾向があ
る。バスによる移動時間が 1% 改善すると人口流出が 0.76% 減少する傾向があった。全
年齢での平均でみると、その他の要因は人口流出への影響は確認できなかった。
2010 年の移動時間を用いた総移動数での回帰分析結果は表 3.11 である。2-1 から 2-8





航空機 鉄道 バス 自家用車 複数の交通手段
1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 1-7 1-8 1-9 1-10
切片 23.66*** 23.66*** 17.31*** 17.30*** 10.96*** 11.06*** 15.36*** 15.38*** 26.66*** 27.37***
(0.66) (0.66) (0.30) (0.31) (0.36) (0.37) (0.28) (0.28) (0.72) (1.80)
planeni -3.17*** -3.17*** -2.68*** -2.90***
(0.12) (0.12) (0.13) (0.25)
railni -1.82*** -1.82*** -0.94*** -1.57***
(0.05) (0.05) (0.09) (0.22)




popni 0.04 0.05 0.06 0.05 0.07 0.13
(0.21) (0.19) (0.30) (0.21) (0.21) (0.34)
wageni -0.59 -0.84* -0.25 -0.74 -0.72 -0.24
(0.57) (0.51) (1.00) (0.53) (0.58) (1.08)
aorni 0.03 0.01 -0.12 -0.02 0.01 -0.07
(0.07) (0.07) (0.12) (0.07) (0.07) (0.13)
w.childni 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01
(0.02) (0.01) (0.03) (0.02) (0.02) (0.03)
studentni 0.01 -0.03 -0.04 -0.03 -0.00 -0.02
(0.08) (0.07) (0.10) (0.07) (0.08) (0.11)
capitalni -0.04 0.03 0.04 0.04 -0.03 -0.12
(0.14) (0.13) (0.27) (0.15) (0.14) (0.32)
prim.indni -0.02 -0.07 -0.07 -0.07 -0.04 -0.06
(0.08) (0.07) (0.10) (0.07) (0.08) (0.10)
rainni -0.04 -0.06 -0.05 -0.05 -0.05 -0.06
(0.09) (0.07) (0.11) (0.08) (0.09) (0.12)
tempni -0.14 -0.08 0.03 -0.06 -0.09 -0.02
(0.14) (0.14) (0.43) (0.15) (0.14) (0.44)
commuteni -0.14 -0.07 -0.23 -0.08 -0.16 -0.32
(0.26) (0.22) (0.39) (0.23) (0.26) (0.42)
観測数 1419 1419 2034 2034 422 422 1950 1950 1327 210
決定係数 0.33 0.34 0.38 0.38 0.12 0.13 0.34 0.34 0.39 0.49
自由度修正
済み決定係数 0.33 0.33 0.38 0.38 0.12 0.11 0.34 0.34 0.38 0.45
F 値 706.40 65.25 1249.22 115.05 57.16 5.79 995.76 91.69 69.90 14.24
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)
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表 3.11: 全年齢における総移動人口での回帰分析（2010年）
航空機 鉄道 バス 自家用車 複数の交通手段
2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 2-7 2-8 2-9 2-10
切片 17.42*** 17.83*** 17.04*** 17.27*** 12.85*** 12.90*** 13.67*** 13.94*** 27.11*** 27.12***
(0.69) (0.72) (0.30) (0.33) (0.37) (0.39) (0.28) (0.32) (0.68) (0.71)
planeni -1.97*** -1.98*** -1.85*** -1.93***
(0.12) (0.12) (0.11) (0.11)
railni -1.79*** -1.79*** -1.71*** -2.54***
(0.05) (0.05) (0.06) (0.14)




popni -0.06 -0.01 0.01 -0.02 0.00 -0.02
(0.19) (0.16) (0.20) (0.18) (0.16) (0.17)
wageni 0.56 -0.10 -0.32 -0.03 -0.03 0.04
(0.64) (0.56) (0.67) (0.62) (0.55) (0.59)
aorni -0.37** -0.24 -0.07 -0.27 -0.28* -0.33**
(0.16) (0.15) (0.17) (0.17) (0.15) (0.16)
w.childni -0.01 0.00 -0.00 -0.00 -0.00 -0.00
(0.01) (0.01) (0.01) (0.01) (0.01) (0.01)
studentni -0.04 -0.05 -0.03 -0.05 -0.05 -0.03
(0.08) (0.06) (0.08) (0.07) (0.06) (0.07)
capitalni 0.12 0.12 0.07 0.13 0.11 0.10
(0.15) (0.13) (0.15) (0.14) (0.13) (0.13)
prim.indni -0.05 -0.07 -0.04 -0.07 -0.08 -0.09
(0.07) (0.07) (0.08) (0.07) (0.07) (0.07)
rainni -0.08 -0.06 -0.05 -0.06 -0.08 -0.12
(0.09) (0.08) (0.10) (0.09) (0.08) (0.09)
tempni 0.06 0.12 -0.01 0.15 0.12 0.11
(0.18) (0.18) (0.19) (0.20) (0.17) (0.18)
commuteni -0.23 -0.13 0.01 -0.14 -0.17 -0.16
(0.28) (0.24) (0.29) (0.27) (0.24) (0.26)
観測数 1968 1968 2040 2040 1831 1831 2040 2040 1876 1706
決定係数 0.11 0.12 0.37 0.38 0.15 0.15 0.25 0.25 0.41 0.40
自由度修正
済み決定係数 0.11 0.11 0.37 0.37 0.15 0.14 0.24 0.24 0.41 0.39
F 値 250.63 23.48 1222.00 111.65 315.66 28.86 661.78 60.67 108.17 85.12
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)




される。その中でも最も大きいと思われる進学や就職の時期を迎える 18 歳から 22 歳に
絞り分析を行う。そのため被説明変数を 18歳から 22歳の人口に変え分析する。
2005年の移動時間を用いた若年人口移動数での回帰分析結果は表 3.12である。3-1か
















資本比の 1% の改善は人口流出を 0.55% 減少させる。降水量比が 1% 多くなると人口流
出は 0.19%減少し、平均気温比が 1%高くなると人口流出は 1.43%増加する。通勤時間
比が 1%増加すると人口流出は 1.02%減少するような傾向を確認することができた。
表 3.12: 若年移動人口での回帰分析結果（2005年）
航空機 鉄道 バス 自家用車 複数の交通手段
3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-6 3-7 3-8 3-9 3-10
切片 20.09*** 19.89*** 16.16*** 16.06*** 11.39*** 11.34*** 15.33*** 15.23*** 22.91*** 22.11***
(0.75) (0.66) (0.34) (0.30) (0.44) (0.31) (0.29) (0.26) (0.72) (1.76)
planeni -2.92*** -2.92*** -2.41*** -2.19***
(0.14) (0.11) (0.13) (0.24)
railni -1.98*** -1.98*** -0.96*** -0.64***
(0.06) (0.05) (0.09) (0.22)




popni 0.49** 0.56*** 0.65*** 0.66*** 0.72*** 1.04***
(0.21) (0.18) (0.25) (0.19) (0.21) (0.33)
wageni -3.07*** -3.35*** -2.49*** -3.33*** -2.94*** -2.35**
(0.57) (0.50) (0.83) (0.48) (0.59) (1.05)
aorni 0.15** 0.11* 0.05 0.12* 0.13* 0.15
(0.07) (0.07) (0.10) (0.06) (0.08) (0.12)
w.childni -0.01 -0.01 0.00 -0.01 -0.00 -0.00
(0.02) (0.01) (0.02) (0.01) (0.02) (0.03)
studentni -0.32*** -0.40*** -0.45*** -0.43*** -0.41*** -0.48***
(0.08) (0.07) (0.08) (0.06) (0.08) (0.11)
capitalni -0.08 -0.04 -0.14 -0.14 -0.14 -0.55*
(0.14) (0.13) (0.22) (0.14) (0.14) (0.32)
prim.indni -0.01 -0.07 0.00 -0.08 -0.09 -0.06
(0.08) (0.07) (0.08) (0.07) (0.08) (0.10)
rainni -0.25*** -0.23*** -0.13 -0.23*** -0.27*** -0.19*
(0.09) (0.07) (0.09) (0.07) (0.09) (0.12)
tempni 0.82*** 0.90*** 1.28*** 1.02*** 0.83*** 1.43***
(0.14) (0.14) (0.36) (0.14) (0.15) (0.43)
commuteni -0.67*** -0.62** -0.89*** -0.64*** -0.70*** -1.02**
(0.26) (0.22) (0.32) (0.21) (0.26) (0.41)
観測数 1419 1419 2034 2034 422 422 1950 1950 1326 210
決定係数 0.25 0.42 0.37 0.50 0.25 0.66 0.42 0.56 0.44 0.68
自由度修正
済み決定係数 0.25 0.42 0.37 0.50 0.25 0.66 0.42 0.56 0.44 0.66
F 値 461.32 93.87 1192.67 189.03 142.63 74.51 1425.14 226.03 86.66 32.01
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
係数の下の括弧内の数値は標準誤差を表し、F値の括弧内の数値は p-値を表す。
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2010年の移動時間を用いた若年人口移動数での回帰分析結果は表 3.13である。4-1か







時間も 1% 減少すると人口流出は 0.23% 増加する傾向が確認された。人口比が 1% 増加
すると人口流出は 0.66%増加する。自地域の賃金が相対的に 1%改善すると人口流出は
2.23%減少する。自地域の学生数比の 1%の改善は人口流出を 0.39%減少させる。平均
























航空機 鉄道 バス 自家用車 複数の交通手段
4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 4-10
切片 13.70*** 13.63*** 16.07*** 15.96*** 12.53*** 12.26*** 13.60*** 13.50*** 23.83*** 23.93***
(0.78) (0.76) (0.33) (0.34) (0.39) (0.39) (0.29) (0.31) (0.70) (0.74)
planeni -1.69*** -1.67*** -1.52*** -1.54***
(0.14) (0.13) (0.11) (0.12)
railni -1.98*** -1.99*** -1.89*** -1.64***
(0.06) (0.05) (0.06) (0.15)




popni 0.59*** 0.62*** 0.69*** 0.62*** 0.67*** 0.66***
(0.21) (0.17) (0.20) (0.17) (0.17) (0.18)
wageni -1.49** -2.07*** -2.71*** -2.07*** -2.13*** -2.23***
(0.68) (0.56) (0.66) (0.59) (0.57) (0.62)
aorni -0.03 0.11 0.40** 0.11 0.09 0.08
(0.17) (0.16) (0.17) (0.16) (0.16) (0.17)
w.childni 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
(0.02) (0.01) (0.01) (0.01) (0.01) (0.01)
studentni -0.40*** -0.42*** -0.39*** -0.42*** -0.42*** -0.39***
(0.08) (0.07) (0.08) (0.07) (0.07) (0.07)
capitalni -0.13 -0.13 -0.21 -0.12 -0.14 -0.16
(0.16) (0.13) (0.15) (0.13) (0.13) (0.14)
prim.indni -0.03 -0.03 -0.00 -0.03 -0.05 -0.06
(0.08) (0.07) (0.07) (0.07) (0.07) (0.07)
rainni -0.12 -0.10 -0.08 -0.09 -0.12 -0.15
(0.10) (0.08) (0.10) (0.09) (0.08) (0.09)
tempni 0.67*** 0.74*** 0.59*** 0.76*** 0.74*** 0.74***
(0.19) (0.18) (0.18) (0.19) (0.18) (0.19)
commuteni -0.86*** -0.75*** -0.57** -0.74*** -0.80*** -0.80***
(0.30) (0.25) (0.29) (0.26) (0.25) (0.27)
観測数 1967 1967 2039 2039 1830 1830 2039 2039 1875 1705
決定係数 0.07 0.18 0.38 0.48 0.20 0.31 0.33 0.43 0.48 0.44
自由度修正
済み決定係数 0.07 0.17 0.38 0.48 0.20 0.31 0.33 0.43 0.48 0.44
F 値 144.90 38.49 1243.49 169.31 458.46 74.46 1019.67 141.14 142.50 103.41
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
係数の下の括弧内の数値は標準誤差を表し、F値の括弧内の数値は p-値を表す。
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表 3.14: 総人口に占める総移動人口割合での回帰分析（2005年）
航空機 鉄道 バス 自家用車 複数の交通手段
5-1 5-2 5-3 5-4 5-5 5-6 5-7 5-8 5-9 5-10
切片 4.52*** 4.53*** 1.36*** 1.38*** -2.08*** -2.03*** 0.50** 0.52Z*** 6.97*** 7.16***
(0.58) (0.47) (0.26) (0.22) (0.40) (0.25) (0.23) (0.19) (0.50) (1.31)
planeni -2.32*** -2.33*** -1.90*** -2.02***
(0.11) (0.09) (0.09) (0.18)
railni -0.57*** -0.57*** -0.79*** -0.64***
(0.05) (0.04) (0.07) (0.16)




popni -0.45*** -0.43*** -0.46** -0.45*** -0.42*** -0.37
(0.15) (0.13) (0.20) (0.14) (0.15) (0.24)
wageni -0.59 -0.76** -0.46 -0.73* -0.72* -0.35
(0.41) (0.37) (0.68) (0.36) (0.41) (0.78)
aorni 0.02 -0.02 -0.06 -0.03 0.00 -0.05
(0.05) (0.05) (0.08) (0.05) (0.05) (0.09)
w.childni 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
(0.01) (0.01) (0.02) (0.01) (0.01) (0.02)
studentni -0.00 -0.04 -0.04 -0.03 -0.01 -0.03
(0.06) (0.05) (0.07) (0.05) (0.06) (0.08)
capitalni -0.03 0.02 0.05 0.04 -0.03 -0.10
(0.10) (0.09) (0.18) (0.11) (0.10) (0.24)
prim.indni -0.03 -0.07 -0.08 -0.07 -0.05 -0.07
(0.06) (0.05) (0.07) (0.05) (0.05) (0.07)
rainni -0.05 -0.06 -0.05 -0.05 -0.05 -0.06
(0.06) (0.05) (0.07) (0.05) (0.06) (0.09)
tempni -0.13 -0.07 0.04 -0.06 -0.08 0.02
(0.10) (0.10) (0.30) (0.10) (0.10) (0.32)
commuteni -0.14 -0.10 -0.18 -0.08 -0.16 -0.28
(0.19) (0.16) (0.26) (0.16) (0.18) (0.31)
観測数 1419 1419 2034 2034 422 422 1950 1950 1327 210
決定係数 0.26 0.51 0.38 0.57 0.24 0.72 0.41 0.60 0.57 0.81
自由度修正
済み決定係数 0.26 0.51 0.38 0.57 0.23 0.71 0.41 0.60 0.57 0.79
F 値 489.78 135.46 1219.07 245.37 129.74 95.69 1327.36 261.82 144.86 62.94
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)





航空機 鉄道 バス 自家用車 複数の交通手段
6-1 6-2 6-3 6-4 6-5 6-6 6-7 6-8 6-9 6-10
切片 -0.84 -0.63 1.18*** 1.42*** -1.82*** -1.81*** -0.76** -0.52** 7.08*** 7.30***
(0.59) (0.54) (0.26) (0.24) (0.30) (0.27) (0.22) (0.22) (0.48) (0.50)
planeni -1.30*** -1.28*** -1.16*** -1.17***
(0.11) (0.09) (0.07) (0.08)
railni -1.56*** -1.55*** -1.43*** -1.36***
(0.04) (0.04) (0.04) (0.10)




popni -0.54*** -0.51*** -0.47*** -0.51*** -0.50*** -0.52***
(0.15) (0.12) (0.14) (0.12) (0.11) (0.12)
wageni 0.34 -0.08 -0.51 -0.09 -0.07 -0.06
(0.48) (0.39) (0.47) (0.42) (0.39) (0.42)
aorni -0.29** -0.25** 0.02 -0.25** -0.26** -0.27**
(0.12) (0.11) (0.12) (0.11) (0.11) (0.12)
w.childni -0.01 0.00 -0.00 -0.00 -0.00 -0.00
(0.01) (0.01) (0.01) (0.01) (0.01) (0.01)
studentni -0.04 -0.05 -0.04 -0.05 -0.05 -0.04
(0.06) (0.05) (0.06) (0.05) (0.05) (0.05)
capitalni 0.11 0.12 0.06 0.12 0.11 0.11
(0.11) (0.09) (0.11) (0.10) (0.09) (0.09)
prim.indni -0.05 -0.07 -0.04 -0.07 -0.08* -0.08
(0.06) (0.05) (0.05) (0.05) (0.05) (0.05)
rainni -0.07 -0.06 -0.03 -0.06 -0.07 -0.08
(0.07) (0.06) (0.07) (0.06) (0.06) (0.06)
tempni 0.04 0.13 -0.02 0.14 0.12 0.12
(0.14) (0.13) (0.13) (0.13) (0.12) (0.13)
commuteni -0.17 -0.14 0.04 -0.13 -0.15 -0.15
(0.21) (0.17) (0.21) (0.18) (0.17) (0.18)
観測数 1968 1968 2040 2040 1831 1831 2040 2040 1876 1706
決定係数 0.07 0.29 0.38 0.58 0.19 0.42 0.34 0.54 0.59 0.57
自由度修正
済み決定係数 0.07 0.29 0.38 0.58 0.19 0.41 0.34 0.53 0.58 0.57
F 値 147.34 73.03 1271.77 256.76 439.34 117.41 1039.65 212.53 220.05 171.36
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
係数の下の括弧内の数値は標準誤差を表し、F値の括弧内の数値は p-値を表す。
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表 3.16: 若年人口に占める若年移動人口割合での回帰分析（2005年）
航空機 鉄道 バス 自家用車 複数の交通手段
7-1 7-2 7-3 7-4 7-5 7-6 7-7 7-8 7-9 7-10
切片 3.14*** 2.97*** 2.86*** 2.80*** 1.41** 1.30*** 3.31*** 3.21*** 5.08*** 3.95***
(0.84) (0.53) (0.38) (0.25) (0.67) (0.27) (0.31) (0.19) (0.57) (1.52)
planeni -1.94*** -1.94*** -1.54*** -1.19***
(0.15) (0.10) (0.10) (0.21)
railni -1.68*** -1.68*** -0.70*** 0.58***
(0.06) (0.04) (0.08) (0.19)




popni 0.05 0.14 0.15 0.19 0.11 0.40
(0.17) (0.15) (0.22) (0.14) (0.17) (0.28)
wageni -2.96*** -3.23*** -2.63*** -3.30*** -3.53*** -2.47***
(0.46) (0.42) (0.74) (0.35) (0.46) (0.91)
aorni 0.15** 0.08 0.12** 0.13** 0.13
(0.06) (0.06) (0.09) (0.05) (0.06) (0.11)
w.childni -0.01 -0.01 0.01 -0.01 -0.00 0.02
(0.01) (0.01) (0.02) (0.01) (0.01) (0.03)
studentni -0.44*** -0.51*** -0.56*** -0.53*** -0.47*** -0.58***
(0.07) (0.06) (0.07) (0.05) (0.07) (0.09)
capitalni -0.01 0.02 -0.02 -0.04 0.04 -0.27
(0.12) (0.11) (0.20) (0.10) (0.11) (0.27)
prim.indni -0.02 -0.09 -0.02 -0.09* -0.09 -0.05
(0.06) (0.06) (0.07) (0.05) (0.06) (0.08)
rainni -0.22*** -0.26*** -0.15
(0.07) (0.06) (0.08) (0.05) (0.07) (0.10)
tempni 0.82*** 0.94*** 1.32*** 1.03*** 1.05*** 1.72***
(0.11) (0.11) (0.32) (0.10) (0.12) (0.37)
commuteni -0.70*** -0.69*** -0.84*** -0.67*** -0.72*** -1.08***
(0.21) (0.18) (0.28) (0.15) (0.20) (0.36)
観測数 1419 1419 2034 2034 422 422 1950 1950 1327 210
決定係数 0.10 0.65 0.25 0.68 0.22 0.88 0.36 0.78 0.69 0.91
自由度修正
済み決定係数 0.10 0.65 0.25 0.67 0.22 0.88 0.36 0.78 0.68 0.91
F 値 160.33 242.02 675.52 383.51 117.59 281.50 1091.93 632.82 239.88 157.93
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)





航空機 鉄道 バス 自家用車 複数の交通手段
8-1 8-2 8-3 8-4 8-5 8-6 8-7 8-8 8-9 8-10
切片 -2.13*** -2.47*** 2.99*** 2.86*** 0.10** 0.63** 2.18*** 2.01*** 5.84*** 6.17***
(0.81) (0.62) (0.36) (0.28) (0.40) (0.29) (0.29) (0.22) (0.57) (0.58)
planeni -0.88*** -0.85*** -0.70*** -0.64***
(0.15) (0.11) (0.09) (0.09)
railni -1.69*** -1.69*** -1.55*** -0.25**
(0.06) (0.04) (0.05) (0.11)




popni 0.22 0.23* 0.32* 0.24* 0.28* 0.28*
(0.17) (0.14) (0.15) (0.12) (0.14) (0.14)
wageni -1.82*** -2.27*** -3.04*** -2.35*** -2.39*** -2.59***
(0.56) (0.46) (0.50) (0.42) (0.47) (0.48)
aorni 0.11 0.14 0.55*** 0.18 0.15 0.19
(0.14) (0.13) (0.13) (0.12) (0.13) (0.13)
w.childni 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
(0.01) (0.01) (0.01) (0.01) (0.01) (0.01)
studentni -0.51*** -0.52*** -0.49*** -0.53*** -0.53*** -0.50***
(0.07) (0.05) (0.06) (0.05) (0.06) (0.06)
capitalni -0.13 -0.09 -0.20* -0.10 -0.12 -0.12
(0.13) (0.11) (0.11) (0.10) (0.11) (0.11)
prim.indni -0.03 -0.06 -0.01 -0.05 -0.08 -0.08
(0.06) (0.06) (0.06) (0.05) (0.06) (0.06)
rainni -0.12 -0.11* -0.06 -0.10 -0.12* -0.13*
(0.08) (0.07) (0.07) (0.06) (0.07) (0.07)
tempni 0.63*** 0.77*** 0.54*** 0.77*** 0.76*** 0.77***
(0.16) (0.15) (0.14) (0.13) (0.14) (0.15)
commuteni -0.88*** -0.85*** -0.60*** -0.81*** -0.87*** -0.86***
(0.25) (0.20) (0.22) (0.18) (0.20) (0.21)
観測数 1968 1968 2040 2040 1831 1831 2040 2040 1876 1706
決定係数 0.02 0.45 0.27 0.66 0.19 0.62 0.32 0.72 0.66 0.68
自由度修正
済み決定係数 0.02 0.45 0.27 0.66 0.19 0.62 0.32 0.72 0.65 0.67
F 値 37.34 148.10 745.31 362.52 415.05 270.27 961.62 465.06 294.33 271.42
(0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
係数の下の括弧内の数値は標準誤差を表し、F値の括弧内の数値は p-値を表す。
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国連世界観光機 (UNWTO; United Nations, World Tourism Organization)の報告に
よれば世界全体の国際観光客数は増加しており、2018年の国際観光客は 2017年比で 6%
増加し、14 億人に達した。「UNWTO2030 長期予測（Tourism Toward 2030）」による
と、世界全体の国際観光客数は 2010 年から 2030 年の間に年 3.3% 増加し、2030 年に
は 18億人に達することを予測しているが、この予測よりも高い年率で成長しているため
2030年を待たずに 18億人に達する可能性も帯びてきている。世界全体の国際観光客数の


















た直後の 2013年 7月 1～21日の登山者は前年同期比で 35%増加した*2。公益財団法人
*1 日本の観光政策については中井 (2018)による部分が大きい。
*2 日本経済新聞 (2013.8.1)による。
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第 4 章 世界遺産が訪日外国人観光客に与える影響
表 4.1: UNESCO加盟国の国連分担金
2016 2017
Member Scale of Net Member Scale of Net
State assessments contributions State assessments contributions
(%) (million dollars) (%) (million dollars)
1 アメリカ 22.00 594,041,382 アメリカ 22.00 610,836,578
2 日本 9.68 236,980,842 日本 9.68 244,157,652
3 中国 7.92 193,917,898 中国 7.92 193,917,898
4 ドイツ 6.39 156,412,252 ドイツ 6.39 161,149,095
5 フランス 4.86 118,955,570 フランス 4.86 122,558,061
6 イギリス 4.46 109,260,899 イギリス 4.46 112,569,794
7 ブラジル 3.82 93,592,744 ブラジル 3.82 96,427,139
8 イタリア 3.75 91,756,632 イタリア 3.75 94,535,422
9 ロシア 3.09 75,598,847 ロシア 3.09 77,888,309
10 カナダ 2.92 71,510,438 カナダ 2.92 71,510,438
2018 2019
Member Scale of Net Member Scale of Net
State assessments contributions State assessments contributions
(%) (million dollars) (%) (million dollars)
1 アメリカ 22.00 591,388,114 アメリカ 22.00 674,206,698
2 日本 9.68 235,292,441 中国 12.01 334,726,585
3 中国 7.92 192,536,304 日本 8.56 238,783,713
4 ドイツ 6.39 155,297,872 ドイツ 6.09 169,802,990
5 フランス 4.86 118,108,055 イギリス 4.57 127,338,301
6 イギリス 4.46 108,482,455 フランス 4.43 123,434,785
7 ブラジル 3.82 92,925,930 イタリア 3.31 92,206,648
8 イタリア 3.75 91,102,900 ブラジル 2.95 82,196,915
9 ロシア 3.09 75,060,233 カナダ 2.73 76,230,111


























る。日本の世界遺産は 2020 年 1 月現在 23 件が登録されており、その内訳は自然遺産 4


































訪日外客数it = {距離i, GDPit,世界遺産賦存it,ダミー (世界遺産増加, 年)} (4.1)
具体的には次のような回帰式を考える。両辺の変数には対数値を用いる。
ln touristit = "+ #1 ln disti + #2 ln gdpit + #3 ln isanit + %Dzouka + &Dt + $it (4.2)
添字 iは各国のサンプルを表し、添字 tは年を表す。左辺の ln touristit は日本を訪れる
訪日外客数に対数をとったものである。右辺第 1項から第 3項までは基本的な重力モデル






















いる。距離は CEPII(Centre d’Études Prospectives et d’Informations Internationales)
が公表する「The GeoDist database, No.2011-25 December」の日本と相手国との距離*9
を使用している。GDPは、国際通貨基金 (IMF; International Monetary Fund)が公表





最小二乗法（OLS）と Silva and Tenreyro(2006)で提唱*10された、ポアソン擬似最尤推
定法（PPML*11）で行なった*12。OLSの場合は、最初に値を対数変換し、回帰係数を求




起きない。そのため PPML で行うことで伝統的に用いられている OLS よりも正確な分
析が行えている。
表 4.3: 記述統計
観測数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
対数 (国別外客数) 542 9.83 1.74 9.83 15.81
対数 (2国間距離) 555 6.85 0.58 6.85 9.73
対数 (GDP) 555 6.36 1.36 0.62 9.88
対数 (世界遺産賦存比) 513 -3.00 0.94 -3.00 0.97
（出所）筆者作成。
4.4 分析結果
回帰分析の結果をまとめたものが表 4.4である。表 4.4の左側が OLSで分析を行なっ




*10 イェンセンの不等式 (Jensen’s inequality)の問題で、対数を取った後に期待値をとる場合と、期待値を
求めた後に期待値をとる場合で値が異なる。その点を考慮するべきだと彼らは言っている。
*11 Poisson pseudo-maximum-likelihood method。
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ルされている。日本と相手国の距離が 1%伸びると訪日外客数は 1.45%減少する傾向が







回帰係数 標準誤差 回帰係数 標準誤差
定数項 19.70*** 0.61 17.25*** 0.37
距離 -1.74*** 0.06 -1.45*** 0.03
GDP 1.02*** 0.04 1.04*** 0.04
世界遺産賦存比 -0.41*** 0.06 -0.47*** 0.06


































*14 起点 (origin)から終点 (destination)の観光客の流れを行列の形で表したもの。
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本章では国際貿易の実証分析を行うにあたって、Eaton and Kortum(2002) の分析手















　本章の分析では Eaton and Kortum(2002)の手法を踏襲する。先にも述べたが EKモ
デルにおける分析手法の利点として各国の産業別の価格に差があることを容認し技術水準
の差を説明することができる。EKモデルでは 2国間の貿易額を 3つの要素で説明してお
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可能にしている。




5.2 Eaton and Kortumモデル
EK モデルはリカードモデルに立脚しながらも多数国を取り扱うモデルである。オ
リジナルのリカードモデルは 2 国 2 財モデルであるが、多国多数財への理論的拡張
は Jones(1961) などで行われてきた。しかし実証分析への応用が難しいモデルだった。
























n 国が j 財を生産し輸出するためには世界各国の中で最も n 国の j 財価格が低い状況で
あるため、




Fi(z) = exp("Tiz"!) (5.4)
*2 食料品産業、繊維産業、機械産業は財の生産であるが、輸送サービス産業はサービス産業であることは注
意が必要である。
*3 (清田・神事， 2017, pp. 264-266)を参考にした。




















GTAP データベース*6から得た。各産業の相対価格は 2011 年の The United Nations
International Comparison Program(以下 ICP)を用いた。各国間の距離はMathematica
データベースから計算した。各国の賃金は ILOのデータベースと OECD stat.のデータ
を用いた。分析対象は GTAPデータベースから地域集計を除いた 118ヵ国である。分析
対象の産業は 4 つで、食料品産業 (Food and non-alcoholic)・繊維産業 (Clothing and
footwear)・機械産業 (Machinery and equipment)・輸送サービス産業 (Transport)であ
る。ICPの分類に整合するように GTAPデータベースの産業分類を表 5.2に示すように
集計している。
*6 第 10版 (https://www.jgea.org/resources/jgea/ojs/index.php/jgea/article/view/77)
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表 5.1: Country list
ISO Name ISO Name ISO Name
alb Albania are United Arab Emirates arm Armenia
aus Australia aut Austria aze Azerbaijan
bel Belgium ben Benin bfa Burkina Faso
bgd Bangladesh bgr Bulgaria bhr Bahrain
blr Belarus bol Bolivia, Plurinational bra Brazil
State of
brn Brunei Darussalam bwa Botswana can Canada
che Switzerland chl Chile chn China
civ Côte d’Ivoire cmr Cameroon col Colombia
cri Costa Rica cyp Cyprus cze Czechia
deu Germany dnk Denmark dom Dominican Republic
ecu Ecuador egy Egypt esp Spain
est Estonia eth Ethiopia fin Finland
fra France gbr United Kingdom geo Georgia
gha Ghana gin Guinea grc Greece
gtm Guatemala hkg Hong Kong hud Honduras
hrv Croatia hun Hungary idn Indonesia
ind India irl Ireland irn Iran, Islamic
Republic of
isr Israel ita Italy jam Jamaica
jor Jordan jpn japan kaz Kazakhstan
ken Kenya kgz Kyrgyzstan khm Cambodia
kor Korea, Republic of kwt Kuwait lao Lao People’s
Democratic Republic
lka Sri Lanka ltu Lithuania lux Luxembourg
lva Latvia mar Morocco mdg Madagascar
mex Mexico mlt Malta mng Mongolia
moz Mozambique mus Mauritius mwi Malawi
mys Malaysia nam Namibia nga Nigeria
nic Nicaragua nld Netherlands nor Norway
npl Nepal nzl New Zealand omn Oman
pak Pakistan pan Panama per Peru
phl Philippines pol Poland prt Portugal
pry Paraguay pat Qatar rou Romania
rus Russian Federation rwa Rwanda sau Saudi Arabia
sen Senegal sgp Singapore slv El Salvador
svk Slovakia svn Slovenia swe Sweden
tgo Togo tha Thailand tto Trinidad and Tobago
tun Tunisia tur Turkey twn Taiwan,
Province of China
tza Tanzania, United uga Uganda ukr Ukraine
Republic of
ury Uruguay ven Venezuela, Bolivarian vnm Viet Nam
Republic of





Food and non-alcoholic. Clothing and Machinery and Transport
　 footwear equipment
Bovine meat products. Textiles. Machinery and Transport nec.
equipment nec.
Meat products nec. Wearing apparel. Water transport.








（出所）Aguiar et al. (2019)を元に筆者作成。
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図 5.1: thetaの推定 (food)
（出所）筆者作成。
5.4 !の推定

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 5.3: thetaの推定 (machinery)
（出所）筆者作成。
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図 5.4: thetaの推定 (transport)
（出所）筆者作成。
表 5.3: ! の推定結果
Est. S.E.
Food and nonalcoholic beverages（食料品産業） -6.98*** 0.04
Clothing and footwear（繊維産業） -4.30*** 0.03















































lnTi " !wi (5.10)
そして lnX #ni を Si を用いて整理すると。
lnX #ni = "!lndni + Si " Sn (5.11)
重力方程式を得ることができる。以上が EKモデルから重力モデルの導出である。(5.11)
式の dniはさまざまな要因を全て含めた輸送費の概念であるため、dni = distni+b+lk+eh
のように分解する。(5.12)式に示される重量モデルの回帰式が推定に用いられる回帰式で
ある。なお本章では混乱を防ぐため上記の輸入国ダミーを Sn を Dn と表記する。　





組み合わせであれば 1を取り、接していなければ 0を取るダミーである。lk は共通言語
圏のダミーであり同じ言語圏に属する国同士の組み合わせであれば 1を取り、それ以外の
組み合わせは 0を取るダミーである。今回の分析においては英語、スペイン語、ポルトガ
ル語の 3つを対象とした。eh は貿易圏ダミーであり、NAFTA、EU、ASEANの 3つを
























n min. 1st. Qu. median mean 3rd.Qu. max.
Xni(food) 13924 0.00 0.04 0.65 453.66 10.30 985821.17
Xni(Cloth) 13924 0.00 0.02 0.27 195.67 4.57 711927.49
Xni(Machinary) 13924 0.00 0.00 0.11 271.39 5.57 912247.96
Xni(Transport) 13924 0.00 0.47 2.87 421.63 17.60 746283.31




















Food and non- Clothing and Machinery and Transport
alcoholic footwear equipment
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
distance -1.27*** 0.02 -1.36*** 0.02 -0.91*** 0.02 -0.10*** 0.01
border 0.68*** 0.04 0.36*** 0.05 0.76*** 0.07 0.46*** 0.03
english 0.24*** 0.07 0.53*** 0.08 -0.07 0.10 -0.04* 0.03
spanish 1.43*** 0.17 0.27 0.21 1.43*** 0.20 -0.17*** 0.06
pol -0.74 0.57 -0.25 1.89 -0.15 1.60 -0.12 0.36
nafta 0.02 0.28 -0.26 0.28 -0.54 0.48 -0.17 0.12
eu 0.20 0.13 -0.06 0.17 -1.04*** 0.31 -0.05 0.06
asean -0.48*** 0.09 -0.30* 0.18 1.57*** 0.18 -0.36*** 0.06
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
（出所）筆者作成。
表 5.7: 回帰分析結果 (Source Dummy)
Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Salb -8.52*** 1.64 -6.86*** 0.86 -10.64*** 1.89 -4.96*** 0.15
Sare -3.26*** 0.10 -2.97*** 0.41 -4.85*** 0.12 -3.60*** 0.07
Sarm -7.38*** 0.80 -8.88*** 1.88 -11.84*** 3.90 -6.28*** 0.28
Saus -0.90*** 0.09 -2.97*** 0.41 -0.72*** 0.03 -2.03*** 0.04
Saut -3.68*** 0.18 -2.26*** 0.20 -4.41*** 0.35 -2.25*** 0.07
Saze -6.13*** 0.46 -5.98*** 0.65 -9.67*** 1.33 -4.90*** 0.14
Sbel -2.59*** 0.16 -1.06*** 0.19 -0.30 0.32 -1.80*** 0.07
Sben -8.86*** 1.46 -8.11*** 2.06 -10.87*** 1.30 -6.43*** 0.30
Sbfa -9.20*** 1.91 -7.82*** 1.55 -5.26*** 0.08 -7.13*** 0.43
Sbgd -5.45*** 0.49 -1.11*** 0.12 -11.81** 4.81 -6.86*** 0.38
Sbgr -5.05*** 0.30 -3.67*** 0.25 -7.22*** 0.67 -3.72*** 0.10
Sbhr -5.75*** 0.27 -7.11*** 1.38 -10.28*** 1.82 -5.33*** 0.18
Sblr -4.63*** 0.22 -3.75*** 0.13 -5.86*** 0.19 -5.47*** 0.19
Sbol -4.88*** 0.47 -6.15*** 1.56 -13.34 8.31 -6.02*** 0.26
Sbra -0.04 0.08 -0.57*** 0.12 -1.92*** 0.03 -2.72*** 0.05
Sbrn -10.54 6.72 -8.44* 4.93 -12.57 7.65 -6.99*** 0.43
Sbwa -6.42*** 0.68 -7.66*** 2.80 -9.72*** 1.22 -6.32*** 0.29
Scan -2.31*** 0.16 -2.34*** 0.20 -1.72*** 0.03 -2.33*** 0.04
Sche -3.39*** 0.14 -2.54*** 0.12 -4.66*** 0.10 -2.54*** 0.05
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
表は次ページに続く
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Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Schl -2.54*** 0.19 -4.11*** 0.65 -3.56*** 0.07 -3.54*** 0.08
Schn -1.34*** 0.08 3.09*** 0.07 0.08*** 0.02 -1.29*** 0.03
Sciv -3.94*** 0.18 -4.88*** 0.45 -6.96*** 0.11 -6.25*** 0.28
Scmr -8.08*** 1.59 -7.60*** 1.91 -13.07*** 4.84 -6.05*** 0.25
Scol -4.09*** 0.27 -3.39*** 0.32 -8.24*** 0.66 -3.81*** 0.09
Scri -4.26*** 0.23 -6.23*** 0.94 -8.22*** 0.67 -4.38*** 0.11
Scyp -6.58*** 0.59 -6.36*** 0.85 -8.06*** 0.97 -3.91*** 0.11
Scze -3.59*** 0.18 -1.91*** 0.19 -4.67*** 0.36 -3.33*** 0.09
Sdeu -1.71*** 0.15 0.13 0.18 -0.97*** 0.32 -1.09*** 0.06
Sdnk -2.73*** 0.17 -2.13*** 0.19 -3.43*** 0.33 -2.42*** 0.07
Sdom -5.05*** 0.56 -4.88*** 0.65 -11.50*** 3.50 -3.75*** 0.08
Secu -4.41*** 0.36 -5.50*** 0.99 -10.76*** 2.49 -5.31*** 0.18
Segy -3.51*** 0.16 -3.08*** 0.19 -5.34*** 0.14 -2.48*** 0.04
Sesp -2.31*** 0.16 -0.69*** 0.19 -2.28*** 0.32 -1.33*** 0.06
Sest -4.42*** 0.22 -3.21*** 0.30 -7.41*** 0.79 -3.97*** 0.11
Seth -6.13*** 0.62 -5.58*** 0.85 -13.16* 6.92 -4.40*** 0.11
Sfin -3.73*** 0.21 -1.13*** 0.19 -2.13*** 0.32 -3.03*** 0.08
Sfra -1.60*** 0.15 -0.73*** 0.19 0.25 0.32 -0.92*** 0.06
Sgbr -1.85*** 0.12 -1.02*** 0.17 -1.07*** 0.03 -1.30*** 0.03
Sgeo -6.17*** 0.50 -7.63*** 1.16 -11.01*** 2.55 -4.96*** 0.14
Sgha -5.89*** 0.34 -6.20*** 0.68 -5.27*** 0.09 -5.82*** 0.22
Sgin -7.03*** 0.86 -11.50 14.23 -11.11** 4.78 -10.13*** 1.94
Sgrc -4.04*** 0.21 -3.08*** 0.23 -5.12*** 0.37 -1.58*** 0.06
Sgtm -4.25*** 0.23 -3.92*** 0.35 -8.28*** 0.74 -6.19*** 0.28
Shkg -4.77*** 0.37 -2.03*** 0.20 -5.00*** 0.18 -1.41*** 0.03
Shud -5.32*** 0.31 -3.94*** 0.32 -10.99*** 2.67 -5.76*** 0.22
Shrv -5.36*** 0.29 -4.79*** 0.33 -8.09*** 0.95 -3.13*** 0.08
Shun -3.91*** 0.19 -3.70*** 0.23 -5.52*** 0.41 -3.29*** 0.09
Sidn -1.44*** 0.10 -0.96*** 0.15 -3.58*** 0.09 -2.72*** 0.05
Sind -1.38*** 0.08 0.32*** 0.08 -2.36*** 0.04 -2.01*** 0.04
Sirl -2.87*** 0.18 -5.13*** 0.45 -5.18*** 0.38 -2.51*** 0.07
Sirn -5.61*** 0.31 -3.64*** 0.24 -8.67*** 0.83 -3.02*** 0.06
Sisr -6.50*** 0.43 -2.46*** 0.14 -7.30*** 0.37 -3.66*** 0.08
Sita -2.35*** 0.16 0.57*** 0.18 -1.07*** 0.32 -1.67*** 0.07
Sjam -5.65*** 0.76 -7.90*** 2.92 -11.86*** 4.38 -4.73*** 0.13
Sjor -6.46*** 0.50 -5.40*** 0.52 -10.37*** 1.74 -3.67*** 0.08
Sjpn -2.88*** 0.19 -0.75*** 0.12 -1.24*** 0.03 -2.08*** 0.04





Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Skaz -3.64*** 0.18 -4.93*** 0.44 -9.98*** 1.76 -4.38*** 0.11
Sken -4.18*** 0.24 -4.26*** 0.43 -8.21*** 0.58 -4.44*** 0.11
Skgz -6.75*** 0.89 -6.50*** 1.13 -12.96 7.99 -6.46*** 0.32
Skhm -6.10*** 0.63 -2.08*** 0.21 -10.12*** 2.06 -4.29*** 0.11
Skor -3.04*** 0.19 0.34*** 0.09 -1.88*** 0.04 -2.57*** 0.05
Skwt -6.07*** 0.38 -7.48*** 1.63 -11.01*** 2.59 -6.75*** 0.36
Slao -7.63*** 1.30 -5.38*** 0.96 -14.84 20.70 -5.97*** 0.25
Slka -4.22*** 0.28 -1.96*** 0.18 -9.38*** 1.38 -3.47*** 0.07
Sltu -3.98*** 0.18 -3.28*** 0.19 -5.66*** 0.43 -4.19*** 0.12
Slux -6.53*** 0.56 -5.06*** 0.37 -8.15*** 0.98 -3.38*** 0.09
Slva -4.76*** 0.21 -2.56*** 0.19 -7.31*** 0.75 -4.49*** 0.13
Smar -3.99*** 0.24 -3.38*** 0.23 -4.96*** 0.09 -3.29*** 0.07
Smdg -6.80*** 1.02 -4.91*** 0.79 -11.64*** 3.93 -6.32*** 0.29
Smex -2.88*** 0.20 -2.81*** 0.29 -6.01*** 0.26 -2.84*** 0.05
Smlt -8.44 0.60 -7.20*** 1.31 -11.03*** 3.58 -4.58*** 0.14
Smng -8.44*** 2.49 -7.81*** 2.70 -12.35* 6.56 -5.78*** 0.22
Smoz -5.21*** 0.40 -7.35*** 2.39 -10.85*** 2.10 -6.07*** 0.26
Smus -5.40*** 0.57 -4.32*** 0.59 -5.17*** 0.14 -4.60*** 0.13
Smwi -5.66*** 0.46 -7.41*** 2.30 -11.24*** 2.55 -8.04*** 0.68
Smys -1.60*** 0.09 -2.38*** 0.25 -4.49*** 0.13 -2.38*** 0.04
Snam -4.70*** 0.35 -6.51*** 1.32 -10.23*** 1.50 -6.77*** 0.37
Snga -6.18*** 0.50 -5.25*** 0.45 -8.80*** 0.48 -5.20*** 0.17
Snic -5.27*** 0.34 -5.34*** 0.54 -8.83*** 0.93 -5.70*** 0.22
Snld -1.94*** 0.15 -0.77*** 0.19 -2.25*** 0.32 -1.84*** 0.07
Snor -4.03*** 0.19 -2.95*** 0.11 -2.43*** 0.04 -2.44*** 0.04
Snpl -8.89*** 2.62 -6.05*** 1.11 -14.73 19.34 -6.46*** 0.31
Snzl -0.75*** 0.10 -3.63*** 0.66 -8.04*** 0.91 -3.66*** 0.08
Somn -5.36*** 0.28 -7.31*** 1.78 -11.43*** 3.36 -4.77*** 0.13
Spak -2.71*** 0.12 -0.38*** 0.09 -7.93*** 0.63 -4.26*** 0.10
Span -5.76*** 0.52 -2.89*** 0.24 -7.79*** 0.55 -2.87*** 0.06
Sper -3.83*** 0.28 -2.92*** 0.31 -6.98*** 0.37 -3.73*** 0.08
Sphl -3.56*** 0.21 -2.60*** 0.28 -7.85*** 0.75 -2.92*** 0.06
Spol -2.67*** 0.16 -1.37*** 0.19 -4.93*** 0.37 -2.75*** 0.08
Sprt -4.15*** 0.27 -1.98*** 0.21 -1.67*** 0.32 -2.73*** 0.08
Spry -4.30*** 0.38 -6.18*** 1.64 -12.04*** 4.43 -6.94*** 0.41
Sqat -9.83*** 1.27 -7.76*** 1.84 -8.99*** 0.95 -4.36*** 0.11
Srou -4.82*** 0.26 -3.14*** 0.22 -6.63*** 0.55 -3.95*** 0.11
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
表は次ページに続く
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Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Srus -1.78*** 0.10 -1.41*** 0.11 -3.79*** 0.09 -1.92*** 0.03
Srwa -9.16*** 2.82 -8.66** 3.73 -13.18** 6.58 -7.32*** 0.48
Ssau -3.16*** 0.10 -5.21*** 0.56 -8.20*** 0.62 -4.55*** 0.12
Ssen -4.53*** 0.29 -6.72*** 1.40 -5.76 0.09 -5.81*** 0.23
Ssgp -1.91*** 0.11 -3.70*** 0.47 -2.91*** 0.06 -1.46*** 0.03
Sslv -5.09*** 0.31 -4.12*** 0.36 -9.72*** 1.44 -4.97*** 0.15
Ssvk -5.17*** 0.28 -4.42*** 0.27 -7.41*** 0.73 -4.55*** 0.13
Ssvn -6.10*** 0.39 -2.97*** 0.21 -6.91*** 0.59 -4.08*** 0.11
Sswe -3.58*** 0.20 -1.81*** 0.19 -2.10*** 0.32 -2.38*** 0.07
Stgo -7.05*** 0.50 -6.95*** 0.60 -8.21*** 0.27 -6.60*** 0.33
Stha -1.00*** 0.08 -0.79*** 0.12 -3.23*** 0.07 -1.66*** 0.03
Stto -4.32*** 0.40 -6.75*** 1.78 -11.79*** 3.80 -5.02*** 0.16
Stun -5.48*** 0.45 -4.07*** 0.27 -9.45*** 0.91 -4.31*** 0.11
Stur -3.16*** 0.13 0.38*** 0.08 -3.59*** 0.06 -1.75*** 0.03
Stwn -3.88*** 0.23 0.41*** 0.09 -3.08*** 0.07 -3.47*** 0.07
Stza -4.65*** 0.29 -3.97*** 0.40 -9.72*** 1.21 -5.93*** 0.24
Suga -4.65*** 0.28 -5.23*** 0.66 -6.15*** 0.20 -6.04*** 0.25
Sukr -2.97*** 0.12 -3.40*** 0.14 -3.42*** 0.06 -3.57*** 0.07
Sury -3.26*** 0.25 -4.40*** 0.72 -10.55*** 2.14 -4.77*** 0.14
Sven -6.64*** 1.00 -6.60*** 1.58 -10.35*** 1.86 -5.00*** 0.15
Svnm -2.29*** 0.12 0.07 0.09 -6.35*** 0.32 -4.33*** 0.11
Szaf -1.64*** 0.10 -1.05*** 0.13 -1.58*** 0.03 -3.32*** 0.07
Szmb -5.02*** 0.30 -6.23*** 1.11 -10.56*** 1.80 -8.24*** 0.76
Szwe -5.71*** 0.47 -6.35*** 1.14 -9.90*** 1.30 -7.35*** 0.49
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
（出所）筆者作成。
表 5.8: 回帰分析結果 (Destination Dummy)
Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Dalb 0.47 0.32 -0.08 0.39 2.76*** 1.05 1.16*** 0.09
Dare 2.25*** 0.30 0.92** 0.38 1.17 1.13 0.31*** 0.10
Darm -0.23 0.37 0.10 0.40 3.21*** 1.05 1.34*** 0.08




Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Daus 0.37 0.38 0.45 0.43 2.00* 1.11 -0.11 0.01
Daut -0.08 0.32 0.22 0.37 0.29 1.12 0.24** 0.10
Daze -0.12 0.37 3.09*** 0.36 3.04*** 1.05 -0.20* 0.11
Dbel -0.26 0.31 -0.05 0.38 0.21 1.11 0.63*** 0.09
Dben 2.24*** 0.31 3.87*** 0.36 7.38*** 1.04 0.94*** 0.09
Dbfa 0.34 0.36 -1.38** 0.69 0.83 1.18 1.12*** 0.09
Dbgd -0.64 0.39 -1.53*** 0.46 1.31 1.10 -0.93*** 0.13
Dbgr 0.22 0.33 -0.88** 0.44 0.34 1.18 -0.19* 0.10
Dbhr 2.78*** 0.30 -0.11 0.42 2.78*** 1.06 1.17*** 0.09
Dblr -0.77** 0.36 -1.67*** 0.53 0.45 1.15 -0.50*** 0.12
Dbol -1.79*** 0.44 -0.35 0.56 3.06*** 1.05 0.80*** 0.09
Dbra -1.51** 0.73 -1.47 0.96 0.35 1.35 -0.27** 0.11
Dbrn 2.85*** 0.30 -0.11 0.41 na na 2.30*** 0.08
Dbwa 0.45 0.34 2.18*** 0.37 4.88*** 1.04 0.28*** 0.10
Dcan 0.14 0.35 1.86*** 0.38 1.51 1.10 0.39*** 0.10
Dche -1.28*** 0.35 -0.36 0.39 -0.40 1.14 0.34*** 0.09
Dchl -0.16 0.39 1.25*** 0.43 3.16*** 1.06 0.27*** 0.10
Dchn -1.46*** 0.54 -3.24** 1.32 -0.83 1.70 -0.81*** 0.13
Dciv 1.50*** 0.32 -1.06* 0.64 2.30** 1.07 0.68*** 0.09
Dcmr 0.25 0.37 -1.04* 0.60 0.59 1.23 -0.06 0.11
Dcol -1.58*** 0.48 -0.82 0.66 1.43 1.12 -0.34*** 0.11
Dcri -0.29 0.37 2.14*** 0.38 2.62** 1.06 -0.01 0.11
Dcyp 0.66** 0.33 1.00*** 0.37 1.99* 1.08 1.26*** 0.09
Dcze -0.42 0.32 0.11 0.38 0.65 1.11 -0.15 0.11
Ddeu -0.94*** 0.33 -0.71* 0.40 -1.04 1.25 0.50*** 0.09
Ddnk 0.26 0.31 0.69* 0.37 -0.85 1.32 0.81*** 0.09
Ddom 0.12 0.37 1.09*** 0.42 2.35** 1.07 -0.43*** 0.12
Decu -0.64 0.39 0.01 0.52 2.88*** 1.06 -0.35*** 0.12
Degy 0.13 0.36 -2.59*** 0.86 3.09*** 1.05 -0.08 0.11
Desp -0.73** 0.36 -0.13 0.41 -0.57 1.23 -0.32*** 0.11
Dest 1.93*** 0.30 6.30*** 0.36 2.29** 1.06 0.79*** 0.09
Deth -0.27 0.41 -2.24** 0.89 0.90 1.18 0.86*** 0.09
Dfin 0.38 0.33 0.87** 0.38 0.72 1.13 0.11 0.10
Dfra -0.82** 0.35 -0.45 0.40 -0.27 1.19 0.35*** 0.10
Dgbr -0.23 0.33 -0.20 0.40 -0.17 1.21 0.37*** 0.10
Dgeo 0.71** 0.32 1.06*** 0.37 2.14** 1.07 -0.07 0.10
Dgha 1.14*** 0.32 0.37 0.44 1.45 1.12 -0.73*** 0.13
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
表は次ページに続く
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前ページからの続き
Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Dgin 1.36*** 0.32 0.48 0.44 10.21*** 1.04 0.95*** 0.09
Dgrc 0.24 0.33 -0.59 0.42 0.69 1.15 1.41*** 0.08
Dgtm -0.71* 0.38 -0.23 0.52 2.87*** 1.06 1.43*** 0.08
Dhkg 2.00*** 0.30 -3.55*** 0.71 0.57 1.12 -0.01 0.10
Dhud -0.35 0.36 1.34*** 0.40 1.23 1.13 0.70*** 0.09
Dhrv -0.22 0.33 -0.92** 0.41 0.24 1.16 -0.40*** 0.11
Dhun 0.29 0.32 0.74** 0.37 1.55 1.08 0.72*** 0.09
Didn -0.61 0.44 -1.84*** 0.68 1.32 1.11 -0.63*** 0.13
Dind -1.16** 0.49 -3.87*** 1.12 -0.50 1.36 -1.09*** 0.14
Dirl 1.77*** 0.30 1.60*** 0.37 1.86* 1.06 1.04*** 0.09
Dirn -0.15 0.37 -1.62*** 0.56 0.74 1.17 0.10 0.10
Disr 0.16 0.35 -0.11 0.41 0.81 1.16 0.79*** 0.09
Dita -0.60* 0.35 -1.39*** 0.50 -0.88 1.34 -0.41*** 0.11
Djam 0.89*** 0.33 2.15*** 0.38 3.49*** 1.05 0.40*** 0.10
Djor 1.11*** 0.32 -1.27*** 0.48 2.41** 1.06 0.46*** 0.09
Djpn 0.01 0.39 -0.81* 0.44 -1.30 1.82 -0.73*** 0.13
Dkaz 0.18 0.35 1.69*** 0.37 2.36** 1.06 -1.17*** 0.14
Dken -0.84* 0.48 -0.96* 0.56 1.40 1.13 -0.74*** 0.13
Dkgz 1.87*** 0.31 2.23*** 0.36 1.27 1.09 2.51*** 0.08
Dkhm 0.27 0.33 -0.05 0.39 2.16** 1.06 0.82*** 0.09
Dkor 0.42 0.35 -1.95*** 0.53 0.05 1.24 0.48*** 0.10
Dkwt 2.90*** 0.30 0.47 0.39 2.87*** 1.06 1.85*** 0.08
Dlao -1.07*** 0.39 -2.18*** 0.48 2.58** 1.05 0.11 0.10
Dlka 0.09 0.36 -0.74 0.46 4.49*** 1.04 -0.55*** 0.12
Dltu 0.57* 0.31 -0.12 0.39 1.48 1.08 0.05 0.10
Dlux -0.16 0.31 -2.28*** 0.47 -1.10 1.18 1.43*** 0.08
Dlva 1.54*** 0.30 1.52*** 0.37 1.64 1.08 -0.14 0.11
Dmar -0.33 0.37 -1.45** 0.58 0.14 1.22 -0.07 0.10
Dmdg 0.13 0.40 0.00 0.47 7.80*** 1.04 -0.73*** 0.13
Dmex -0.90** 0.40 -0.06 0.51 1.71 1.10 -0.99*** 0.14
Dmlt 0.50 0.32 2.91*** 0.36 0.75 1.14 0.93*** 0.09
Dmng 1.43*** 0.31 0.09 0.37 3.97*** 1.04 0.64*** 0.09
Dmoz 1.47*** 0.32 0.47 0.43 2.72** 1.06 0.55*** 0.09
Dmus 1.96*** 0.31 -0.22 0.48 2.13* 1.09 2.11*** 0.08
Dmwi 0.14 0.38 -0.28 0.50 2.09 1.09 0.43*** 0.10
Dmys 0.51 0.33 -0.04 0.41 0.84 1.11 -0.06 0.11
Dnam 1.00*** 0.33 0.50 0.43 1.93* 1.08 -0.78*** 0.13





Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Dnga 0.14 0.37 -0.66 0.53 1.19 1.14 0.84*** 0.09
Dnic 0.18 0.34 1.51*** 0.39 2.62** 1.06 1.11*** 0.09
Dnld -0.56* 0.32 -0.57 0.39 -0.78 1.18 -0.13 0.11
Dnor -0.71* 0.36 -0.22 0.41 0.14 1.17 0.56*** 0.09
Dnpl -0.61 0.38 -1.63*** 0.45 1.29 1.08 0.56*** 0.09
Dnzl 1.46*** 0.34 1.12*** 0.42 1.42 1.16 0.89*** 0.09
Domn 3.03*** 0.30 0.25 0.40 3.90*** 1.04 1.09*** 0.09
Dpak -0.67* 0.39 -3.13*** 0.79 1.34 1.09 -2.50*** 0.25
Dpan -0.03 0.35 2.06*** 0.38 3.45*** 1.05 1.97*** 0.08
Dper -1.57*** 0.47 -1.57* 0.94 0.36 1.26 -0.52*** 0.12
Dphl -0.13 0.38 -1.38*** 0.49 0.81 1.14 0.29*** 0.10
Dpol -0.79** 0.35 -0.41 0.40 0.56 1.13 -0.40*** 0.11
Dprt 0.26 0.32 -1.13** 0.48 0.17 1.19 0.24** 0.10
Dpry -1.35*** 0.42 -0.06 0.53 4.16*** 1.04 0.01 0.11
Dqat 1.07*** 0.32 -0.80* 0.47 -1.48 1.98 0.88*** 0.09
Drou -0.72** 0.36 -0.39 0.41 1.13 1.10 -1.02*** 0.14
Drus -0.17 0.39 -1.23*** 0.46 -0.09 1.23 -0.38*** 0.11
Drwa 0.43 0.35 -0.17 0.47 0.97 1.18 -0.39*** 0.12
Dsau 1.89*** 0.31 0.28 0.41 1.03 1.14 1.66*** 0.08
Dsen 1.13*** 0.33 0.09 0.47 3.79*** 1.05 0.78*** 0.09
Dsgp 2.32*** 0.30 0.98*** 0.38 2.24** 1.07 0.81*** 0.09
Dslv -0.19 0.35 0.31 0.46 1.59 1.110 0.24** 0.10
Dsvk 0.68** 0.31 1.11*** 0.37 1.25 1.09 0.22** 0.10
Dsvn 0.30 0.31 -0.29 0.38 1.09 1.08 0.40*** 0.09
Dswe 0.46 0.32 1.32*** 0.37 0.43 1.13 0.22** 0.10
Dtgo 1.81 0.31 2.12*** 0.37 3.25*** 1.05 0.01 0.10
Dtha 0.18*** 0.36 -2.40*** 0.60 1.26 1.10 0.30*** 0.10
Dtto 0.72** 0.33 1.24*** 0.41 3.43*** 1.05 1.54*** 0.08
Dtun -0.21 0.36 0.02 0.41 1.69 1.08 0.68*** 0.09
Dtur -1.22*** 0.47 -1.98*** 0.68 1.26 1.11 -1.44*** 0.16
Dtwn 0.67** 0.33 -2.17*** 0.55 0.86 1.14 0.50*** 0.09
Dtza 0.02 0.38 1.80*** 0.39 2.78*** 1.06 0.93*** 0.09
Duga -0.59 0.44 -0.68 0.52 1.29 1.14 0.24** 0.10
Dukr 0.19 0.33 1.37*** 0.37 1.59 1.08 0.09 0.10
Dury -0.61 0.39 0.30 0.51 1.86* 1.10 1.09*** 0.09
Dven -0.74* 0.38 -0.02 0.51 1.91* 1.09 -0.23** 0.11
Dvnm 0.69** 0.33 -0.99** 0.42 2.57** 1.05 1.04*** 0.09
（注）***: 1%, **: 5%, *: 10%の有意水準を表す。
表は次ページに続く
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前ページからの続き
Food Cloth Machinary Transport
Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E. Est. S.E.
Dzaf 0.15 0.41 -0.71 0.63 0.90 1.23 -0.19* 0.11
Dzmb -1.08** 0.52 -1.94** 0.87 3.21*** 1.05 -0.13 0.11
Dzwe 1.10*** 0.32 -1.79** 0.81 1.49 1.11 0.26*** 0.10

















Si は i国の輸出国ダミーの推定結果の数値であり、wi は i国の賃金、! はそれぞれの産
業の比較優位のパラメータ、# は付加価値比率である。Ti が大きい場合は、Si が大きい
場合か、wi が大きい場合である。wi が大きいと費用がよりかかるが、それでも輸出がで
きているということは潜在的に高い技術水準を有していると解釈できる。技術水準の推計










*8 桁数の表示で 0.00と表示されているが、 “0”ではない値が出力されている。
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表 5.9: State of Technology(Food)
alb ben eth ind ken khm lao lka mwi nga
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
npl pak rwa swe tgo tza uga arm bol geo
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
hnd idn kgz mng nic phl slv vnm dom egy
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001
gtm jor aze bgr bwa ecu mus per nam pry
0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.002
ukr chn pan tha irn mex col cri jam rou
0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.003 0.003 0.003 0.003
bhr blr kaz ltu mys tto lva qat ury prt
0.004 0.005 0.005 0.006 0.006 0.006 0.006 0.07 0.110 0.012
rus svk tur chl hrv sau est hun zaf pol
0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.014 0.017 0.017 0.021
bra hkg grc svn mlt cze cyp isr are kor
0.024 0.025 0.026 0.028 0.028 0.030 0.032 0.049 0.060 0.139
lux ita esp sgp jpn aut nld fin usa nzl
0.209 0.217 0.220 0.2852 0.291 0.313 0.327 0.351 0.3794 0.412
can gbr bel irl fra nor aus che deu
0.426 0.462 0.469 0.544 0.606 0.816 0.861 0.918 1.000
（出所）筆者作成。












*9 Eaton and kortum(2002)の定義である。
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表 5.10: State of Technology(Cloth)
S alb S arm S ben S bol S eth S geo S ken S kgz S khm S lao
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
S mng S mwi S nga S nic S npl S rwa S swe S tgo S tza S uga
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
S bwa S dom S ecu S hnd S idn S ind S jam S jor S lka S nam
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
S pak S pry S slv S aze S bhr S cri S egy S gtm S phl S mus
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001
S tto S ukr S vnm S bgr S per S kaz S mex S col S tha S irn
0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.002
S pan S sau S rou S blr S mys S qat S ury S chl S ltu S mlt
0.002 0.002 0.002 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.004
S hrv S svk S lva S hun S cyp S est S rus S chn S prt S zaf
0.005 0.005 0.006 0.007 0.008 0.008 0.008 0.011 0.011 0.012
S bra S grc S pol S cze S hkg S are S tur S svn S sgp S nzl
0.013 0.014 0.017 0.025 0.028 0.029 0.029 0.029 0.053 0.055
S irl S isr S lux S aus S can S aut S usa S esp S nld S kor
0.066 0.07 0.081 0.157 0.166 0.193 0.196 0.230 0.245 0.257
S jpn S gbr S ita S bel S fin S nor S fra S che S deu








費用が低いとされた (表 5.15)。アメリカへは平均に比べ 85.5%費用が低く輸出できる結
果になった。繊維産業においてギニアが最も地理的障壁が大きく、88.2%であった。
機械産業においてオーストラリアが最も地理的障壁は小さく推計され、平均に比べ











表 5.11: State of Technology(Machinery)
S alb S arm S aze S ben S bgr S bhr S bol S bwa S col S cri
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
S dom S ecu S egy S eth S geo S gtm S hnd S idn S ind S irn
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
S jam S jor S kaz S ken S kgz S khm S lao S lka S mex S mng
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
S mus S mwi S nam S nga S nic S npl S pak S pan S per S phl
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
S pry S rwa S slv S swe S tgo S tha S tto S tza S uga S ury
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
S vnm S chn S lva S mys S rou S sau S ukr S blr S ltu S est
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001
S hrv S mlt S rus S svk S chl S hun S pol S qat S tur S bra
0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002
S zaf S grc S cyp S cze S svn S hkg S prt S are S isr S nzl
0.002 0.003 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.007 0.008 0.01
S lux S kor S sgp S esp S aut S irl S nld S usa S ita S jpn
0.046 0.071 0.078 0.084 0.104 0.116 0.125 0.135 0.163 0.237
S can S gbr S fin S che S aus S bel S fra S deu S nor
0.259 0.309 0.309 0.367 0.556 0.587 0.682 0.879 1.000
（出所）筆者作成。
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表 5.12: State of Technology(Transport)
alb ben eth ken khm mwi npl pak rwa swe
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
tgo tza uga arm bol idn ind kgz lao lka
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
nga nic vnm gtm hnd mng nam pry slv bwa
0.000 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
ecu geo phl dom mus per aze egy jor ukr
0.001 0.001 0.001 0.002 0.002 0.002 0.003 0.003 0.003 0.003
bgr tha cri blr chn col mex bhr jam kaz
0.003 0.003 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.005 0.005 0.005
rou tto pan ltu irn mys ury lva sau chl
0.006 0.006 0.007 0.007 0.008 0.008 0.008 0.008 0.010 0.012
zaf bra svk est rus prt hun pol tur hrv
0.013 0.015 0.016 0.018 0.019 0.024 0.025 0.026 0.029 0.031
cze qat mlt svn are cyp grc hkg isr nzl
0.036 0.038 0.044 0.049 0.052 0.065 0.070 0.088 0.101 0.135
kor ita esp nld sgp jpn fin can lux aut
0.151 0.260 0.298 0.309 0.316 0.326 0.329 0.351 0.387 0.399
usa irl aus gbr bel fra che nor deu
0.430 0.465 0.492 0.498 0.503 0.677 0.819 0.911 1.000
（出所）筆者作成。
表 5.13: Geographic Barrier
Food and non- Clothing and Machinery and Transport
alcoholic footwear equipment
Est. E!ect on Est. E!ect on Est. E!ect on Est. E!ect on
Cost Cost Cost Cost
distance -1.27*** 19.9% -1.36*** 37.1% -0.91*** 12.9% -0.10*** 2.1%
border 0.68*** -9.3% 0.36*** -8.0% 0.76*** -9.6% 0.46*** -9.4%
english 0.24*** -3.4% 0.53*** -12.2% -0.07 1.0% -0.04* -0.9%
spanish 1.43*** -18.5% 0.27 -6.0% 1.43*** -17.3% -0.17*** 3.6%
pol -0.74 11.2% -0.25 5.9% -0.15 2.1% -0.12 2.7%
nafta 0.02 -0.3% -0.26 6.3% -0.54 7.5% -0.17 3.6%
eu 0.20 -2.8% -0.06 1.4% -1.04*** 14.8% -0.05 1.0%
asean -0.48*** 7.1% -0.30* 7.3% 1.57*** -18.9% -0.36*** 8.0%




表 5.14: Geographic Barrier(Food)
sgp nzl aus tha are usa mys irl sau vum
-70.5% -67.2% -66.3% -64.9% -63.9% -63.6% -63.5% -63.4% -62.5% -60.7%
rus idn gbr can omn civ est nld zaf bra
-58.7% -58.1% -57.9% -57.3% -56.3% -55.6% -55.4% -55.3% -55.0% -54.6%
deu chl hkg jpn bhr swe kwt twn fin egy
-54.2% -53.9% -53.5% -52.9% -52.2% -51.1% -50.8% -50.5% -49.5% -49.3%
mus fra dnk ind kor phl mex grc ukr ury
-48.8% -48.6% -48.2% -47.6% -47.1% -46.9% -46.3% -46.2% -45.8% -45.6%
chn prt bel ita esp lka lva mar pak sen
-45.6% -45.4% -45.3% -44.5% -43.7% -43.6% -42.3% -42.0% -41.0% -40.8%
ltu svk kaz pol tto hun gha nam jam moz
-40.7% -40.5% -40.3% -40.3% -39.1% -39.0% -38.3% -38.2% -38.1% -37.8%
aut dom ken cze uga tur hrv cri zwe col
-37.7% -36.6% -35.8% -35.4% -33.8% -31.9% -30.6% -30.3% -29.7% -29.7%
tza tun che pan nor khm bgr cyp kgz gtm
-29.4% -29.3% -29.0% -28.3% -28.3% -28.0% -27.4% -27.1% -26.8% -26.1%
nga bgd zmb ecu nic aze tgo slv isr jor
-25.7% -25.3% -25.1% -25.0% -24.6% -23.5% -22.9% -22.6% -22.5% -21.7%
blr per geo mwi rou ben bol lux pry gin
-21.1% -21.1% -20.5% -19.8% -19.7% -19.3% -18.7% -18.5% -18.3% -18.2%
hnd irn svn mlt mng bwa eth brn mdg ven
-18.0% -17.0% -16.6% -15.9% -14.7% -14.5% 0.0% -9.0% -5.9% -5.5%
arm qat cmr alb npl lao rwa bfa
4.6% 8.3% 9.6% 11.6% 15.2% 21.9% 26.4% 27.0%
（出所）筆者作成。
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表 5.15: Geographic Barrier(Cloth)
est usa chn esp ita lva bel fra fin dnk
-90.9% -85.5% -85.0% -82.5% -82.5% -81.5% -81.2% -80.9% -80.2% -79.7%
can swe tur kor deu zaf pol cze pan vnm
-79.1% -79.1% -78.9% -78.9% -78.6% -78.1% -78.0% -77.9% -77.4% -76.9%
aut ukr bra gbr nld nzl hnd jpn twn tza
-76.7% -76.7% -76.7% -75.2% -74.6% -74.0% -73.4% -73.2% -71.9% -71.6%
are che hun nor khm kaz svn ltu mys pak
-71.5% -71.5% -71.1% -69.7% -69.3% -69.1% -69.0% -68.0% -67.2% -67.2%
rou ind aus isr bgd rus lka sgp slv nic
-67.0% -66.9% -66.4% -66.1% -65.6% -65.5% -65.1% -64.9% -64.7% -64.6%
idn chl mex aze cri gtm prt tha kgz mlt
-64.2% -63.7% -63.7% -63.4% -62.4% -61.9% -61.6% -60.9% -60.8% -60.6%
svk per bgr irl grc tgo dom mdg phl tun
-59.7% -58.7% -58.1% -57.7% -56.2% -55.4% -54.9% -54.6% -52.9% -52.1%
ury irn col ben blr bwa ecu tto mus mar
-51.5% -50.7% -50.3% -50.0% -48.8% -48.1% -47.9% -47.6% -46.5% -42.6%
sau nam pry ken cyp geo ven sen hkg jor
-41.4% -41.3% -37.9% -37.1% -35.1% -33.2% -32.4% -32.1% -31.7% -31.6%
egy hrv jam moz gha alb nga uga civ lao
-30.3% -29.7% -29.0% -28.0% -27.6% -27.2% -26.4% -26.3% -25.6% -15.7%
bol mwi eth kwt zwe omn bhr lux cmr npl
-15.3% -13.2% -10.5% -4.8% -3.7% -3.6% 0.1% 2.7% 8.5% 11.3%
arm mng rwa bfa zmb qat brn gin




表 5.16: Geographic Barrier(Machinery)
aus can chl sgp gbr fin prt swe tha deu
-79.0% -74.3% -73.7% -72.7% -70.5% -69.9% -69.5% -68.8% -67.5% -67.4%
twn egy idn jpn nld mus irl ben mys are
-66.4% -66.3% -66.2% -64.9% -62.6% -62.5% -61.1% -60.2% -59.4% -59.2%
vnm gha rus mex pan grc hkg civ mar usa
-58.7% -58.4% -58.1% -55.7% -55.4% -54.9% -54.9% -53.5% -52.5% -52.3%
uga fra lka bel est zaf chn gin cyp svk
-52.3% -52.3% -52.0% -51.7% -50.6% -47.8% -47.3% -46.3% -43.8% -43.2%
bra isr aze ukr kor ita col ken sen phl
-41.2% -40.6% -39.5% -39.2% -39.1% -38.2% -38.1% -38.1% -38.0% -36.1%
nor sau tur zmb bhr omn nga esp ind tun
-35.3% -35.0% -35.0% -33.4% -32.1% -31.8% -31.0% -30.3% -30.2% -29.7%
hrv khm kwt jam mng mdg ury hun cze aut
-28.7% -27.7% -26.0% -23.8% -23.6% -20.5% -20.4% -19.0% -18.5% -17.4%
ltu dnk dom pol lux bfa bwa tgo che gtm
-16.7% -15.6% -15.4% -14.6% -14.2% -14.0% -9.0% -7.6% -6.4% -1.9%
blr bol rou cri qat bgd lva svn nic pak
-1.9% -1.6 -0.7% 0.6% 0.9% 1.4% 1.6% 3.7% 9.2% 14.9%
nzl per bgr tza kaz alb ecu pry irn jor
15.2% 15.3% 19.3% 20.3% 31.7% 36.4% 36.4% 36.4% 37.3% 37.8%
slv moz nam tto zwe ven npl arm geo mwi
40.9% 41.1% 44.1% 45.4% 46.3% 47.0% 49.8% 50.8% 55.6% 61.5%
hnd mlt kgz rwa eth lao cmr
75.1% 87.7% 126.5% 142.9% 144.3% 144.7% 151.7%
（出所）筆者作成。
81
第 5 章 国際貿易における技術水準と地理的障壁の産業別推計
表 5.17: Geographic Barrier(Transport)
usa fra grc bel deu sgp dnk esp pan gbr
90% 115% 132% 144% 154% 158% 168% 171% 171% 173%
nor aut ita kor chn tha hkg che irl hun
184% 192% 196% 197% 197% 200% 203% 204% 206% 230%
can lux nld nzl aus irn swe bra rus ind
239% 240% 241% 243% 253% 255% 255% 259% 266% 269%
por tur jor mys mus prt egy phl cyp tto
273% 276% 277% 277% 280% 281% 286% 292% 294% 299%
cze ukr zaf eth jpn isr mlt sau svn fin
300% 300% 302% 305% 307% 313% 314% 314% 317% 317%
twn alb bgr est kgz chl are vnm idn mar
322% 327% 337% 341% 341% 349% 351% 351% 357% 358%
ltu khm qat per hrv cri tun ury omn nic
359% 368% 369% 370% 375% 385% 385% 390% 390% 406%
mex lva slv gtm lka col bhr arm dom rou
406% 410% 421% 424% 428% 442% 443% 444% 445% 448%
tza sen geo hnd jam svk nga ven brn moz
451% 455% 455% 458% 463% 463% 467% 479% 507% 516%
kaz ecu kwt lao aze mng ken blr bol bfa
521% 535% 535% 563% 564% 570% 574% 578% 581% 583%
bwa cmr ben civ uga tgo npl pak pry mdg
588% 599% 621% 633% 670% 674% 687% 702% 732% 753%
zwe gha nam mwi rwa bgd zmb gin
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